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「当
あ

たり前
まえ

の人
にん　げん

間として感
かん　しゃ

謝する」

生
せいちょう

長の家
いえ

ラテン・アメリカ教
きょうか

化総
そうちょう

長　向
むかい

　芳
よしお

夫

「神
か み

の国
く に

は今
い ま

ここにあり」

生
せいちょう

長の家
いえ

ブラジル伝
でんどうほんぶ

道本部理
り   じちょう

事長　村
むらかみ

上真
ま

理
り

枝
え

合
がっしょう

掌、ありがとうございます。

「あなたはどんな職
しょくぎょう

業に付
つ

こうとも、どこの

任
にんち

地に赴
おもむ

こうとも、また誰
だれ

と結
けっこん

婚することにな

ろうとも、取
と

り越
こ

し苦
く  ろう

労も心
しんぱい

配もいらぬのであ

る。何
な  ぜ

故なら何
どこ

処へあなたが行
い

こうとも其
そ　こ

処は

やはり神
かみ

の領
りょうど

土であり、神
かみ

の左
い

まさないところ

はなく、常
つね

に神
かみ

がまもっていられるからである。

汽
き　しゃ

車にのっても、自
じ　どうしゃ

動車にのっても、船
ふね

で旅
たび

し

ても、飛
ひ　こうき

行機で旅
たび

をしても、常
つね

に神
かみ

はあなたと共
とも

にあるのである。それを自
じ　かく

覚するがよい。それを

憶
おも

い出
だ

すがよい」。『生
せいかつ

活の智
ち　え

慧 365 章
しょう

』58 ページ。

何
なん

とありがたいお言
ことば

葉でしょう！人
にんげん

間は自
じ　ぶん

分

の力
ちから

で生
い

きている、自
じ　ぶん

分はもっとがんばらない

と人
ひと

に負
ま

ける，等
など

と「自
じ　ぶん

分」を先
さき

に持
も

ってくる

から壁
かべ

にぶつかり、足
あし

を踏
ふ

み外
はず

したりするので

あります。ところが生
せいちょう

長の家
いえ

の根
こんぽんてき

本的教
おし

えは、

「人
にんげん

間は神
かみ

の子
こ

以
い　がい

外の何
なにもの

者でも無
な

い」という教
おし

え

でありますから、この自
じ　かく

覚に目
め　ざ

覚めた時
とき

、全
すべ

て

のものはことごとく神
かみ

のものでありと分
わ

かり、

そうしますと無
むじょうけん

条件にありがたくなるのであり

ます。そうしますと、天
てんち

地一
いっさい

切のものが自
じ　ぶん

分の

味
み　かた

方になるのであります。どこへ行
い

こうとも、

どこへ嫁
とつ

ごうともそこには神
かみさま

様以
い　がい

外に誰
だれ

もいな

い、何
なぜ

故なら全
すべ

て神
かみ

の領
りょうど

土であるという教
おし

えは

人
にんげん

間を全
すべ

ての束
そくばく

縛から解
かいほう

放するのであります。

仕
し　ごと

事もうまく行
い

かず、借
しゃっきん

金はつのり、その

ために家
か　てい

庭は不
ふちょうわ

調和で死
し

ぬより道
みち

はないと考
かんが

え て い た Poços de Caldas 市
し

の Luis Antonio 

Francisco さんはある日
ひ

、この「あなたはどこ

へ行
い

こうともそこは神
かみ

の領
りょうど

土である」という

生
せいちょう

長の家
いえ

の教
おし

えをテレビで見
み

て、ワラにもすが

る思
おも

いで毎
まいにち

日の生
せいちょう

長の家
いえ

のテレビ番
ばんぐみ

組をテー

プに録
ろくが

画し、病
びょうき

気で床
とこ

についていた妻
つま

に見
み

せ、

生
せいちょう

長の家
いえ

の集
あつ

まりに参
さんか

加するようになると、妻
つま

の病
びょうき

気は癒
いや

され、仕
し　ごと

事は順
じゅんちょう

調に運
はこ

び、借
しゃっきん

金は

すべて返
へんさい

済し、今
いま

までの不
ふ　こう

幸が嘘
うそ

のように消
き

え

去
さ

った時
とき

、まさに「この世
よ

には神
かみさま

様以
い　がい

外にだれ

もいない」を自
じ　かく

覚でき、全
すべ

ての束
そくばく

縛から解
かいほう

放さ

れたのであります。更
さら

にその恩
おん

返
がえ

しに、Luis 

Antonio さ ん は 在
ざいじゅう

住 す る Poços de Caldas 市
し

に生
せいちょう

長の家
いえ

の集
あつ

まりをするための立
りっぱ

派な会
かいかん

館を

自
じ　ひ

費で建
けんせつ

設し、生
せいちょう

長の家
いえ

に提
てい

供
きょう

したのでありま

す。感
かんしゃ

謝報
ほうおん

恩の心
こころ

を大
たいせつ

切にする Luis Antonio さん

のご家
か　ぞく

族に幸
さち

あらんことを心
こころ

より祈
き　ねん

念いたします。

宇
うちゅう

宙全
ぜんたい

体は神
かみ

の「大
だい

生
せいめい

命」の大
おおうなばら

海原であり、

神
かみ

は常
つね

にわれと共
とも

にあることをいつも自
じ　かく

覚し、

それを常
つね

に思
おも

い出
だ

して最
さいこう

高にすばらしい毎
まいにち

日を

過
す

ごされますよう祈
き　ねん

念いたします。      

　　　　　　　　　　　　　　　 再
さい

合
がっ

掌
しょう

合
がっしょう

掌ありがとうございます。

年
とし

が変
か

わりーあっと云
い

う間
ま

に半
はんとし

年が過
す

ぎ、下
しも

半
はんき

期の原
げんこう

稿を書
か

くことになりま した。

時
とき

の過
す

ぎる速
はや

さに驚
おどろ

き、振
ふ

り返
かえ

って見
み

る時
とき

、

何
なに

も特
とくべつ

別大
おお

きな出
で　き　ごと

来事もなくごく当
あ

たり前
まえ

に過
す

ご

してきた様
よう

に感
かん

じられます。当
あ

たり前
まえ

とは何
なに

だろ

うか？と反
はんせい

省して見
み

る。毎
まいにち

日ごく自
し　ぜん

然に業
ぎょうむ

務を進
すす

めて下
くだ

さる責
せきにんしゃ

任者一
ひとり

人一
ひとり

人の愛
あい

念
ねん

のおかげではな

いでしょうか。すると私
わたしたち

達はその方
かたがた

々に感
かんしゃ

謝しな

くてなりません。感
かんしゃ

謝すると云
い

う事
こと

は、人
ひと

として

はごく自
し　ぜん

然な姿
すがた

であり、その言
ことば

葉の表
ひょうげん

現は色
いろいろ

々あ

り学
まな

ぶこともできますが、ありがたいと云
い

う心
こころ

は

小
ちい

さな子
こ　ども

供でもすでにあり、物
もの

 を与
あた

えれば「有
ありがと

難う」

という言
ことば

葉が返
かえ

ってきます。ありがたく思
おも

う心
こころ

は人
ひと

そ

れぞれすでに与
あた

えられているものです。

  感
かんしゃ

謝とか謝
しゃおん

恩というと、何
なん

となく窮
きゅうくつ

屈な感
かん

じ

がしますが、常
つね

日
ひ　ごろ

頃、“ ありがとう ”“ おかげさまで ”

　と交
か

わす言
ことば

葉がどれほど人
ひと

と人
ひと

の間
あいだ

に潤
うるお

いを施
ほどこ

すことでしょうか。得
とく

に生
せいちょう

長の家
いえ

の教
おし

えでは来
らいじょう

場

下
くだ

さる人
ひと

たちの挨
あいさつ

拶に “感
かんしゃ

謝合
がっしょう

掌” で迎
むか

える習
しゅうかん

慣

があります。初
はじ

めての人
ひと

には多
たしょう

少違
い　わ　かん

和感があるか

もしれませんが 、この感
かんしゃ

謝合
がっしょう

掌で迎
むか

えられたこ

とが後
あと

に印
いんしょう

象に残
のこ

り、なぜか？と考
かんが

え、頂
いただ

いた翻
ほん

 

訳
やく

月
げっかん

間誌
し

を読
よ

み始
はじ

めたと云
い

う体
たいけん

験を多
おお

く聞
き

きます。

合
がっしょう

掌して　“ ありがとうございます ” の言
ことば

葉が与
あた

える

影
えいきょう

響は大
おお

きいことであるとわかります。

　言
ことば

葉に表
あらわ

すことが私
わたしたち

達の将
しょうらい

来を築
きず

くことに

なります。なぜかというと言
ことば

葉はすでに自
じ　ぶん

分の

意
い　し

思を表
あらわ

したことになります。表
ひょうげん

現したというこ

とはその形
かたち

がすでに心
こころ

の中
なか

にはあると云
い

う事
こと

で、

それを形
かたち

に表
あらわ

せば良
よ

いと云
い

うことです。要
よう

するに

常
つね

に新
あたら

しいアイデイアを持
も

っている会
かいしゃ

社又
また

は企
きぎょう

業

は必
かなら

ずのびます。

  人
にんげん

間の知
ち　え

恵というものは、しぼればいくらで

も出
で

て来
く

るものです。もうこれでおしまい、も

うこれでお手
て

上
あ

げ、というものではなく、成
な

す

べきことを成
な

すと云
い

う強
つよ

い決
け　つい

意と信
しんねん

念を持
も

って、

前
ぜんしん

進したならば必
かなら

ず善
よ

き知
ち

恵
え

がでてくるもので

す。勿
もちろん

論一
ひとり

人一
ひとり

人の知
ち　え

恵には限
かぎ

りがあるかもしれ

ませんが、その時
とき

わからぬことは人
ひと

に聞
き

くと云
い

う

謙
けんきょ

虚さがあれば、それらの知
ち　え

恵が自
じ　ぶん

分の知
ち　え

恵に加
くわ

わって無
む　げん

限 にこんこんとわき出
で

てくるものです。    

要
よう

するに、何
なに

を成
な

すかを心
こころ

に決
き

めて多
おお

くの人
ひと

のた

めになる事
こと

に専
せんねん

念し、愛
あい

念
ねん

を持
も

って人
ひと

のためにな

る愛
あい

行
ぎょう

を実
じっこう

行するとき、さらに神
かみ

の知
ちえ

恵が加
くわ

わり

ますと無
む

 限
げん

に進
しんてん

展するのです。

  全
ぜんこく

国の講
こうし

師幹
かんぶ

部のみなさん、毎
まいにち

日のお祈
いの

りで

「神
かみ

の無
む　げん

限の知
ち　え

恵我
わ

が内
うち

に流
なが

れいる、流
なが

れいる」、

と繰
く

り返
かえ

し念
ねん

じる時
とき

、無
む　げん

限の善
よ

き知
ち

恵
え

が私
わたしたち

達を導
みちび

いて下
くだ

さるので必
かなら

ず目
もくてき

的が達
たっ

成
せい

されますので、年
とし

の後
こうはん

半を目
もくひょう

標達
たっせい

成に頑
がんば

張って下
くだ

さい。　

　　　　　　　　　　　　　　　　再
さい

合
がっ

掌
しょう
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去
さ

る 4 月
がつ

2
はつ　か

0 日（水
すい

）、伝
でんどう

道本
ほんぶ

部大
だいこうどう

講堂に

於
お

いて、谷
たにぐち

口輝
てるこ

子聖
せい

姉
し

の 23 年
ねん

祭
さい

が行
おこな

われ、

ご遺
い　えい

影が白
しろ

鳩
はと

の皆
みなさま

様によって祭
さいだん

壇に飾
かざ

られ、

生
せいぜん

前のご遺
い　とく

徳を偲
しの

び、約
やく

300 人
にん

が参
さんれつ

列した。

午
ご　ご

後 1 時
じ

から「実
じっそう

相を感
かん

ずる歌
うた

」が斉
せいしょう

唱

され、「祈
いの

りの言
ことば

葉」をラ・米
べい

教
きょうか

化総
そうちょう

長・

向
むかい

芳
よしお

夫本
ほんぶ

部講
こうし

師が称
とな

え、聖
せいきょう

教『甘
かんろ

露の法
ほう

雨
う

』はリリアン・スジ・バッフィ・ノリマ

ツ本
ほんぶ

部講
こうし

師補
ほ

が先
せんどう

導を努
つと

め、参
さんれつしゃ

列者が感
かんしゃ

謝

の真
まごころ

心を込
こ

めて読
どく

誦
じゅ

する中
なか

、香
こう

を捧
ささ

げ、ご

冥
めいふく

福をお祈
いの

りした。

生
せいちょう

長の家
いえ

伝
でんどう

道本
ほんぶ

部理
り　じ　ちょう

事長・村
むらかみ

上真
ま　り

理枝
え

本
ほんぶ

部講
こうし

師は、参
さんれつしゃ

列者にお礼
れい

の言
ことば

葉を述
の

べ、

「輝
てるこ

子聖
せい

姉
し

は愛
あい

の証
しょう

徴
ちょう

であり、全
すべ

てのご著
ちょしょ

書

に愛
あい

が感
かん

じられる。その生
しょうがい

涯を通
つう

じ、女
じょせい

性

としての生
い

き方
かた

を、身
み

を持
も

って私
わたし

たちに教
おし

えてくださり、今
いま

は霊
れいかい

界からわれわれの

人
じんるい

類光
こうみょうか

明化運
うんどう

動を導
みちび

いて下
くだ

さっておられる

ので、そのご恩
おん

に報
むく

いるために、より一
いっそう

層

の運
うんどう

動をしなければならい」と、さらなる

運
うんどう

動の展
てんかい

開を呼
よ

びかけた。

23 年
ねん

祭
さい

の式
しき

の後
あと

、記
き　ねん

念見
けん

真
しんかい

会が行
おこな

われ、、

市
いちかわ

川レオノール講
こうし

師は講
こうわ

話の中
なか

で、「大
だい

聖
せいし

師

は輝
てる

子
こ

聖
せい

姉
し

とご結
けっこん

婚をされ、聖
せいし

師に励
はげ

まさ

れていなかったら、生
せいちょう

長の家
いえ

を始
はじ

めていな

かった。そして大
おおぜい

勢の人
ひとびと

々への教
おし

えの布
ふきょう

教

を続
つづ

けていなかったと、ご著
ちょしょ

書にお書
か

きに

なられている」と話
はな

した。又
また

、輝
てるこ

子聖
せいし

師の

お陰
かげ

でわれわれは母
はは

として、妻
つま

としての

使
し　めい

命を知
し

ることができ、世
せ　かい

界平
へいわ

和のための

女
じょせい

性の役
やくわり

割の重
じゅうようせい

要性を語
かた

った。

「23 年
ねん

祭
さい

にあたり、心
こころ

を新
あら

たに、真
しんり

理の

普
ふきゅう

及に全
ぜんりょく

力を尽
つ

くしましょう」と呼
よ

びかけ、
講
こうわ

話が終
お

え見
けん

真
しんかい

会は終
しゅうりょう

了した。

「谷
たにぐち

口輝
てる   こ

子聖
せい

姉
し

23 年
ねん

祭
さい

・記
き     ねん

念見
けん

真
しん   かい

会」

「甘
かんろ

露の法
ほうう

雨」の読
どくじゅ

誦を先
せんどう

導するリリアン・スジ・
ノリマツ本

ほんぶ
部講

こうし
師補

ほ
」

Leitura da Sutra Sagrada Chuva de Néctar conduzida 
pela prel. Lilian Súzi Baffi Norimatsu

「感
かんしゃ

謝の心
こころ

を込
こ

めて聖
せいか

歌を斉
せいしょう

唱する参
さんか　しゃ

加者」

Participantes entoam o Hino com o sentimento de 
gratidão 

記
き　ねん

念すべき第
だい

３３回
かい

献
けんろう

労練
れんせいかい

成会は去
さ

る

４月
がつ

２
はつか
０日から、５

いつか　かん
日間を通

とお
して全

すべ
ての

行
ぎょうじ

事は神
かみさま

様の加
か　ご

護をいただきお天
てんき

気に恵
めぐ

ま

れ、暑
あつ

くも寒
さむ

くもなく秋
あき

晴
ば

れの大
おおぞら

空の下
した

で、

聖
せいち

地イビウーナの丘
おか

で行
おこな

われた。

練
れんせい

成参
さんか　しゃ

加者の皆
みな

さんを喜
よろこ

ぶが如
ごと

く前
まえにわ

庭の

パイネイラの花
はな

が満
まんかい

開となっていた。

五
いつか　かん

日間の司
し　かい

会は小
お　だ

田力
ちから

講
こうし

師、塩
しおみ

見輝
てるこ

子

講
こうし

師、横
よこやま

山正
まさひろ

弘講
こうし

師、渡
わたし

司春
はる

恵
え

講
こうし

師が勤
つと

めた。

担
たんとう

当は、中
なかむら

村厚
あつこ

子講
こうし

師、笹
ささじま

島彦
ひこ

栄
え

講
こうし

師、

横
よこやま

山澄
すみこ

子講
こうし

師、橋
はしもと

本清
きよし

講
こうし

師、そして特
とくべつ

別招
しょうたい

待

として石
いしい

井ルイス本
ほんぶ

部講
こうし

師補
ほ

が招
しょうたい

待された。

早
そうちょう

朝 行
ぎょうじ

事で笑
わら

いの練
れんしゅう

習、ラジオ体
たいそう

操で

新
しんせん

鮮な空
くうき

気を胸
むね

いっぱい吸
す

い込
こ

み、清
すがすが

々し

い気
き　も

持ちで一
いちにち

日が始
はじ

まる。

朝
あさ

と夜
よる

は真
しんり

理の勉
べんきょう

強、午
ご　ご

後からは楽
たの

しい

献
けんろう

労で身
み

も心
こころ

も清
きよ

まる。

こ の 献
けんろう

労 練
れんせいかい

成 会 は 1954 年
ねん

、 宇
う　じ

治 練
れんせい

成

道
どうじょう

場で始
はじ

められた。道
どうじょう

場を建
た

てる地
じ

ならし

の献
けんろう

労が発
はっしょう

祥となった。荒
あらやま

山を崩
くず

して低
ていち

地

を埋
う

める作
さ　ぎょう

業であったが、この無
む　が

我献
けんろう

労に

参
さんか

加することによっていろいろ不
ふ　し　ぎ

思議な神
しんゆ

癒が

現
あらわ

れた。

献
けんろう

労現
げんば

場では太
たいこ

鼓に合
あ

わせて「練
れんせい

成献
けんしん

身

譜
ふ

」 を 元
げんき

気 よ く 斉
せいしょう

唱、 献
けんろう

労 開
かいし

始 の 祈
いの

り、

『甘
かんろ

露の法
ほう

雨
う

』の読
どくじゅ

誦が行
おこな

われた。

一日
にち

目
め

と二
ふつか

日目
め

は茶
ちゃ

摘
つ

みを行
おこな

い、一葉
よう

一

葉
よう

感
かん

謝
しゃ

を込
こ

めて摘
つ

み取
と

った。献
けんろう

労の後
あと

は、

青
あおぞら

空の下
した

で食
しょくどう

堂の皆
みな

さんが作
つく

ってくださった

おいしいコーヒーとケーキをいただき、その

後
ご

、全
ぜんいん

員で音
おんがく

楽に合
あ

わせて楽
たの

しく踊
おど

った。

献
けんろう

労の後
あと

の体
たいけんだん

験談で、伊
いとう

藤善
ぜんさく

作伝
でんどういん

道員が

知
し

らずに何
なんにん

人も恨
うら

んでおり、腸
ちょう

閉
へいそく

塞になり、

もう最
さいご

後かと思
おも

いつつも神
かみ

に祈
いの

ったところ

助
たす

かったと話
はな

をした。

夜
よる

の講
こうわ

話で中
なかむら

村講
こうし

師は、神
かみ

は善
ぜん

である

のに不
ふ　こう

幸と見
み

えることが現
あらわ

れるのは我
われ

らの

心
こころ

の迷
まよ

いからである。常
つね

に笑
わら

いを忘
わす

れない

第
だい

33 回
かい

神
しん　せい

性開
かい　はつ

発一
いっぱん

般献
けん　ろう

労練
れん　せい　かい

成会

「『お父
とお

さん、お母
かあ

さん、ありがとうございます』の感
かんしゃ

謝の言
ことば

葉を称
とな

えながら、無
む　しん

心に畑
はたけ

の除
じょ

草
そう

をする

  参
さんか　しゃ

加者」　             Seminário de Oferenda de Trabalho - Na plantação de Chá
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生
せいかつ

活をし、何
なんさい

歳になってもかわいいと言
い

わ
れるように努

どりょく
力をしましょうと話

はな
された。

笹
ささじま

島講
こうし

師は「悔
く

い改
あらた

めの倫
りんり

理」と題
だい

して
講
こうわ

話を行
おこな

い、病
びょうき

気の人
ひと

は病
びょうき

気を掴
つか

んでいる
から治

なお
らないので、心

こころ
から放

はな
つことである。

また、横
よこ

の真
しんり

理を使
つか

って縦
たて

の真
しんり

理（人
にんげん

間神
かみ

の子
こ

）を現
あらわ

して行
い

くのが生
せいちょう

長の家
いえ

の教
おし

えだ
と説

と
かれた。又

また
「神

しんそう
想観

かん
の意

い　ぎ
義」と題

だい
して

笹
ささじま

島講
こうし

師は講
こうわ

話で心
こころ

の自
じ　ゆう

由を得
え

る為
ため

には
祈
いの

って神
かみ

と波
はちょう

長を合
あ

わせることが神
しんそう

想観
かん

であ
り、神

かみ
と一

いったい
体になった時

とき
に、全

すべ
ての面

めん
でお

守
まも

り、お導
みちび

きをいただけると話
はな

された。
二
ふつかめ

日目の講
こうわ

話「聖
せい

愛
あい

の実
じっせん

践こそ神
かみ

への
道
みち

」の題
だい

で中
なかむら

村講
こうし

師は、「近
きんねん

年夫
ふうふ

婦の離
り　こん

婚が
多
おお

くなっているが、お互
たが

いの努
きょうりょく

力の積
つ

み重
かさ

ねが夫
ふうふ

婦の愛
あい

をつくる、そして夫
ふうふ

婦の愛
あい

は
お互

たが
いにどのようにして相

あいて
手を喜

よろこ
ばす事

こと
が

出
で　き

来るかを考
かんが

えるのが夫
ふうふ

婦の愛
あい

であると語
かた

り、原
げんばく

爆に遭
あ

い、醜
みにく

くなった妻
つま

を介
かいご

護した
人
ひと

の例
れい

を話
はな

された。
「肉

にくしょく
食と平

へいわ
和の問

もんだい
題」についての講

こうわ
話で

橋
はしもと

本清
きよし

講
こうし

師は、「殺
ころ

すなかれと仏
ぶっきょう

教もキリ
スト教

きょう
も説

と
いている。世

せ　かい
界で作

つく
っている

穀
こくもつ

物の１/ ３は動
どうぶつ

物の飼
しりょう

料。人
にんげん

間が食
た

べる
分
ぶん

だけを栽
さい

培
ばい

すれば飢
き　きん

饉の問
もんだい

題は解
かい

決
けつ

し、
世
せ　かい

界平
へいわ

和又
また

環
かんきょう

境 問
もんだい

題に貢
こうけん

献する事
こと

ができる
と話

はな
された。

三
みっか　　め

日 目 の 献
けん

労
ろう

は 農
のうえん

園 で 茶
ちゃばたけ

畑 の 除
じょそう

草、
四
よっか　　め

日目は野
や　さい

菜畑
ばたけ

の草
くさと

取りを明
あか

るい雰
ふんい　き

囲気の
中
なか

で両
りょうしん

親への感
かんしゃ

謝の言
ことば

葉を連
れんこ

呼しながら
行
おこな

った。レタス、ベテハーバ（ビーツ）、キャ
ベツその他

た
などが立

りっぱ
派に育

そだ
っていた。

休
きゅうけい

憩の後
あと

、羽
は　だ

田さよ講
こうし

師、上
うえおか

岡尚
なお

昭
あき

講
こうし

師
が感

かんどうてき
動的な体

たいけんだん
験談を行

おこな
い、次

つ
いで笑

わら
いの大

たい

会
かい

がグループごとに行
おこな

われた。
献
けんろう

労で尊
とうと

い汗
あせ

を流
なが

し、清
すがすが

々しい気
き　も

持ちで、
夕
ゆうしょく

食がより美
お　い

味しく感
かん

じられた。
夜
よる

の「浄
じょう

心
しん

行
ぎょう

」は、横
よこやま

山講
こうし

師の先
せんどう

導で行
おこな

われ、受
じゅこうしゃ

講者の皆
みな

さんは感
かんしゃ

謝の真
まこと

を捧
ささ

げ心
こころ

を洗
あら

い清
きよ

めた。
石
いしい

井ルイス本
ほんぶ

部講
こうし　ほ

師補の講
こうわ

話で東
ひがし

日
に　ほん

本
大
だいしんさい

震災救
し　えん

援のために来
らいにち

日したベトナム人
じん

の

体
たい

験
けん

を交
まじ

え、日
に　ほんじん

本人の素
すば

晴らしさについて
語
かた

った。
四
よっか

日目
め

の夜
よる

は広
ひろば

場にて「聖
せいか

火祭
さい

」が行
おこな

わ
れ、各

かく
教
きょうか

化支
し　ぶ

部の代
だいひょうしゃ

表者が聖
せいか

火に今
こんご

後、よ
りいっそうの愛

あいぎょう
行を誓

ちか
った。

「聖
せいか

火祭
さい

」の後
あと

大
だいこうどう

講堂にて郷
きょうど

土祭
さい

が行
おこな

わ
れ、永

ながねん
年 食

しょくどう
堂 奉

ほうし
仕をされた先

せんせいがた
生方又

また
、練

れんせい
成

の功
こうろうしゃ

労者への謝
しゃもつ

物贈
ぞう

呈
てい

があった。次
つ

いで
参
さんか　しゃ

加者１７名
めい

ほどの歌
うた

と踊
おど

りの披
ひ　ろう

露があり、

横
よこやま

山雄
ゆういち

一講
こうし

師の寄
き　ぞう

贈による全
ぜんいん

員にカップ
ラーメンとイースタを祝

いわ
うチョコレートを頂

いただ
い

て楽
たの

しい郷
きょうどうさい

土祭を終
お

えた。
最
さいしゅう

終 日
び

に閉
へいかい

会の祈
いの

りは笹
ささじま

島講
こうし

師によっ
て行

おこな
われ、「使

し　めい
命行

こうしんきょく
進曲」を全

ぜんいん
員で高

たか
らかに

斉
せいしょう

唱して互
たが

いに再
さいかい

会を誓
ちか

って終
しゅうりょう

了した。
満
まんかい

開のパイネイラの花
はな

びらが参
さんか　しゃ

加者を
祝
しゅくふく

福するかのように散
ち

り、広
ひろば

場を染
そ

めた。
参
さんか　しゃ

加者は実
じっこう

行委
い　いん

員を含
ふく

めて 150 名
めい

。…		
「
担た
ん
と
う当
講こ
う
し師
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を

  

プ
レ
ゼ
ン
ト
」

「中
なかむら

村講
こうし

師の指
し　どう

導で「てっぱん」を皆
みんな

で踊
おど

る」
「
献け
ん
ろ
う労
前ま
え
の
祈い
の
り
で
身み

を
清き
よ
め
る
」

「
無む

農の
う
や
く薬
の
野や
　
さ
い菜
が
元げ
ん
き気
に
育そ
だ
つ
」

「今
いま

も食
しょくどう

堂で御
ご

奉
ほうし

仕をして下
くだ

さる先
せんせい

生方
がた

」 「功
こうろうしゃ

労者の皆
みなさま

様へ感
かんしゃ

謝」

「笑
わら

いが引
ひ

き出
だ

す内
うち

なる喜
よろこ

びがあふれんばかりの

光
こうけい

景」　Um dos grupos do Concurso do riso

「笑
わら

い大
たいかい

会の優
ゆうしょうしゃ

勝者の皆
みな

さん」
Os classificados no Concurso do riso
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ISO 14001 及
およ

び 組
そしき

織 再
さい

編
へんせい

成 に つ い て の

説
せつめい

明が行
おこな

われたイベントで、2010 － 2012

年
ねん

三カ年
ねん

活
かつどう

動方
ほうしん

針の第
だい

一年
ねん

目
め

は評
ひょう

価
か

され、

その成
せいか

果は参
さんか

加者
しゃ

に感
かんどう

動を与
あた

えた。

2011 年
ねん

4 月
がつ

30 日
にち

か ら 5 月
がつ

1
ついた

日
ち

、 イ

ビウーナ練
れんせい

成道
どうじょう

場には教
きょうか

化支
し　ぶ　ちょう

部長や教
きょうか

化

支
し　ぶ

部 代
だいひょう

表 者
しゃ

等
など

ブラジル生
せいちょう

長の家
いえ

の幹
かんぶ

部が

集
あつ

ま り、 全
ぜんこく

国 教
きょうか

化 支
し　ぶ　ちょう

部 長 懇
こんだんかい

談 会、 及
およ

び

定
ていき

期総
そうかい

会が行
おこな

われた。11 月
がつ

にはさらに連
れんごう

合

会
かいちょう

長が加
くわ

わり、同
おな

じくイビウーナで 2 度
ど

目
め

の総
そうかい

会が行
おこな

われる予
よ　てい

定である。講
こうし

師局
きょく

々
きょく

長
ちょう

の宮
みや

浦
うら

準
じゅんじ

治本
ほんぶ

部講
こうし

師によると、「総
そうかい

会は

今
こ　とし

年の 3 月
がつ

に新
しん

理
り　じ　かい

事会が発
ほっそく

足して以
い　らい

来初
はじ

め

てであるが、とても明
あか

るい雰
ふんい　き

囲気の中
なか

で執
と

り行
おこな

われた。」とコメントした。

寛
かんだい

大さと発
はってん

展 － 2010 年
ねん

度
ど

活
かつどう

動報
ほうこくしょ

告書

は「生
せいちょう

長の家
いえ

ファミリー」の稀
け　う

有な寛
かんだい

大さ

を再
さいど

度証
しょうめい

明した。顕
けんちょ

著な例
れい

として、前
ぜんねん

年度
ど

に比
くら

べると増
ぞうがく

額し 50 万
まん

レアル以
いじょう

上に達
たっ

し

た年
ねんまつ

末助
たす

け合
あ

い運
うんどう

動募
ぼ　きん

金、大
おお

きく増
ぞうか

加した

「平
へいわ

和と環
かんきょう

境週
しゅうかん

間」に訪
ほうもん

問された施
し　せつ

設数
すう

（76

軒
けん

）、倍
ばいぞう

増した冬
ふゆぎ

着キャンペーンで集
あつ

まった

防
ぼうかん

寒衣
いりょう

料等
など

の寄
き　ふ

付（1 万
まん

1 千
せん

点
てん

以
いじょう

上）、倍
ばいぞう

増

した 食
しょくりょう

料 品
ひん

等
など

その他
た

の寄
き　ふ

付、増
ぞうか

加した妊
にんぷ

婦

必
ひつじゅひん

需品の寄
き　ふ

付（3 万
まん

5 千
せん

点
てん

以
いじょう

上）等
など

が挙
あ

げ

られる。2010 年
ねん

度
ど

の決
けっさん

算報
ほうこくしょ

告書は黒
くろじ

字で、

ブラジル生
せいちょう

長の家
いえ

が財
ざいむ

務的
てき

に健
けんぜん

全であるこ

とを示
しめ

した。聖
せいてん

典販
はんばい

売、聖
せい

使
し　めい

命会
かいひ

費や神
しんゆ

癒

祈
き　がん

願等
とう

による収
しゅうし

支も増
ぞうか

加し、全
すべ

ての方
ほうめん

面で

生
せいちょう

長の家
いえ

の進
しんてん

展が感
かん

じられた。

ISO 14001 – 会
かいぎ

議 で は ISO 14001 認
にんしょう

証

維
い　じ

持 事
じぎょう

業 投
とうし

資 に 関
かん

す る 説
せつめい

明 が な さ れ た。

環
かんきょう

境 保
ほ　ぜん

全室
しつ

々
しつ

長
ちょう

と企
き

画
かく

室
しつ

々
しつ

長
ちょう

を兼
けんにん

任するブ

ラジル生
せいちょう

長の家
いえ

副
ふく

理
り　じ　ちょう

事 長中
なかの

野セウエチ講
こうし

師

は「この事
じぎょう

業は中
ちゅうき

期又
また

は長
ちょうき

期的
てき

にみて確
かくじつ

実

な利
り　えき

益をもたらすだけでなく、認
にんしょう

証された

施
し　せつ

設の、法
ほうてき

的条
じょうけん

件を厳
げんみつ

密に満
み

たす運
うんえい

営を

可
か　のう

能にする」と説
せつめい

明した。
感
かんどう

動　 －　 リ オ グ ラ ン デ・ ド・ ノ ル
テ州

しゅう
マラカジャウー（セイマル）の総

そうごう
合

教
きょういく

育 セ ン タ ー で 基
き　そ

礎 教
きょういく

育 の 約
やく

300 人
にん

の
児
じ　どう

童を対
たいしょう

象とする大
だいちょうわ

調和財
ざいだん

団の活
かつどう

動や、サ
ンパウロ州

しゅう
アチバイアで 2 歳

さい
から 4 歳

さい
の

幼
ようじ

児 50 人
にん

が通
かよ

うパライーゾ保
ほ　いくえん

育園の活
かつどう

動
がビデオで紹

しょうかい
介されると、会

かいじょう
場は大

おお
きな

感
かんどう

動につつまれた。「幹
かんぶ

部は涙
なみだ

を流
なが

してい
た」と宮

みやうら
浦講

こうし
師は語

かた
った。宮

みやうら
浦講

こうし
師はまた

「村
むらかみ

上理
り　じ　ちょう

事長が発
はつげん

言するたびに、参
さんか　しゃ

加者は
みな感

かんどう
動していた」と全

ぜんこく
国代

だいひょうしゃ
表 者会

かいぎ
議の

様
ようす

子を語
かた

った。
 300 人

にん
　－　信

しんこう
仰心

しん
はあらゆる場

ば　しょ
所で

見
み

られた。300 人
にん

の幹
かんぶ

部は運
うんえい

営管
かんり

理を話
はな

し合
あ

うために集
あつ

まっていたにもかかわら
ず、参

さんかしゃ
加者の思

おも
いやりの心

こころ
は会

かいじょう
場を愛

あい
で包

つつ

んだ。定
ていき

期総
そうかい

会で 2010 年
ねん

度
ど

年
ねんかん

間報
ほうこくしょ

告書、
決
けっさん

算報
ほうこくしょ

告書、そして定
ていかん

款変
へんこう

更が承
しょうにん

認された

日
ひ

の夜
よる

、日
に　ほん

本の地
じ　しん

震や津
つ　なみ

波被
ひ　さい

災者
しゃ

の実
じっそう

相

顕
けんげん

現を祈
いの

って聖
せい

経
きょう

『甘
かんろ

露の法
ほう

雨
う

』読
どくじゅ

誦が

「ブラジル生
せい　ちょう

長の家
いえ

総
そう　かい

会・全
ぜん　こく

国教
きょうか

化支
し　　ぶ　ちょう

部長懇
こん　だん　かい

談会」 行
おこな

われた。そして日
にちようび

曜日、すべてのプログ
ラム 終

しゅうりょう
了 前

まえ
、向

むかい
芳
よしお

夫ラテン・アメリカ教
きょうか

化
総
そうちょう

長の先
せんどう

導で祈
いの

り合
あ

いの神
しんそう

想観
かん

が行
おこな

われた。
全
ぜんこく

国 代
だいひょうしゃ

表 者 会
かいぎ

議が祈
いの

り合
あ

いの神
しんそう

想観
かん

で幕
まく

を閉
と

じるのは初
はじ

めてであるが、宮
みやうら

浦講
こうし

師は
「会

かいぎ
議は和

なご
やかな雰

ふんい　き
囲気に終

しゅうし
始し、参

さんか　しゃ
加者に

とって忘
わす

れがたいものとなった。そして祈
いの

り
合
あ

いの神
しんそう

想観
かん

はそのクライマックスであっ
た」とコメントした。

　　　　　（Circulo da Harmonia 翻
ほんやく

訳転
てんさい

載）

全
ぜんこく

国教
きょうか

化支
し　ぶ　ちょう

部 長懇
こんだんかい

談会

第
だい

二
ふつか

日目
め

は、大
だいこうどう

講堂で全
ぜんこく

国教
きょうか

化 支
し　ぶ　ちょう

部 長
懇
こんだんかい

談会が行
おこな

われた。大
おおぬき

貫ルイス講
こうし

師は「全
ぜんこく

国
教
きょうか

化支
し　ぶ　ちょう

部長の皆
みな

さんは、各
かく

教
きょうか

化支
し　ぶ

部の発
はってん

展に
大
おお

いなる働
はたら

きをして下
くだ

さっていることに感
かんしゃ

謝
します。」と言

い
われ、又

また
「多

おお
くの人

ひと
を『人

にんげん
間

神
かみ

の子
こ

』に導
みちび

くには、聖
せいてん

典を拡
ひろ

めていくこ
とが大

たいせつ
切だ」と強

きょうちょう
調された。そのあと、各

かく

道
どうじょう

場 毎
ごと

にグループにわかれて、「いかにして
練
れんせいかい

成会の参
さんか　しゃ

加者をふやすか」―　ということ
について意

い　けん
見を出

だ
し合

あ
った。

「総
そうかい

会の風
ふうけい

景 ー Assembléia Geral

「教
きょうか

化支
し　ぶ　ちょう

部 長懇
こんだんかい

談会」- Encontro Nacional dos
Supervisores Adm.Doutrinarios Regionais
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塩
しおつち

椎の会
かい

27 周
しゅうねん

年のお祝
いわ

いの記
き　ねん

念演
えんげいかい

芸会

が去
さ

る 5 月
がつ

15 日
にち

、伝
でんどう

道本
ほんぶ

部別
べっかん

館に於
お

い

て開
かいさい

催された。招
しょうたいしゃ

待者や実
じっこう

行委
い　いん

員を含
ふく

め

700 名
めい

を超
こ

える参
さんか　しゃ

加者で賑
にぎ

わった。

横
よこやま

山ジョン講
こうし

師の御
ご

愛
あいねん

念で丹
たんせい

精を込
こ

め

て育
そだ

てられた見
み　ごと

事な数
かずかず

々の欄
らん

の花
はな

で舞
ぶ　たい

台

は飾
かざ

られた。会
かいじょう

場の壁
かべ

には塩
しおつち

椎の会
かい

の皆
みなさま

様

の、俳
はいく

句、書
しょどう

道の作
さくひん

品が展
てんじ

示されていた。

午
ご　ぜん

前 8 時
じ

に開
かいかい

会の祈
いの

りに続
つづ

いて、塩
しおつち

椎

の 会
かい

々
かいちょう

長・ 中
なかむら

村 晃
こうじ

児 講
こうし

師 に よ る 開
かいかい

会 の

挨
あいさつ

拶 が 行
おこな

わ れ た。 挨
あいさつ

拶 の 中
なか

で 中
なかむら

村 講
こうし

師

は「今
きょう

日一
いちにち

日はがんばれ日
にっぽん

本！と日
にほん

本の

上
じょうくう

空を覆
おお

っている暗
あんうん

雲を吹
ふ

き飛
と

ばすよう

な激
げきれい

励の思
おも

いをこめた演
えんげいかい

芸会と致
いた

したく

思
おも

いますのでその旨
むね

よろしく御
ご

協
きょうりょく

力 下
くだ

さるようお願
ねが

いいたします。」と東
ひがし

日
に　ほん

本大
だい

「生
せいちょう

長の家
いえ

ブラジル塩
しお

椎
つち

の会
かい

創
そう　りつ

立２７周
しゅうねん

年記
き　　ねん

念
慈
じ　　ぜん

善奉
ほう　のう

納演
えん　げい　かい

芸会」

震
しんさい

災の犠
ぎ　せいしゃ

牲者の冥
めいふく

福を祈
いの

り、参
さんか　しゃ

加者の皆
みなさま

様か

らいただいたお祝
いわ

いは全
すべ

て義
ぎ　えん

捐金
きん

として日
に　ほん

本

に寄
き　ぞう

贈されると挨
あいさつ

拶された。

次
つ

いで、伝
でんどう

道本
ほんぶ

部を代
だいひょう

表して出
しゅっせき

席された

寺
てらまえ

前継
つぎ

雄
お

副
ふく

理
り　じ　ちょう

事長はお祝
いわ

いの挨
あいさつ

拶で、塩
しおつち

椎の

会
かい

の為
ため

に尽
つ

くされた方
かたがた

々への感
かんしゃ

謝の気
き　も

持ちを

述
の

べ、「世
せかいじゅう

界中、言
ことば

葉は違
ちが

っても愛
あい

の運
うんどう

動は

益
ますます

々広
ひろが

り又
また

、大
だいせいし

聖師谷
たにぐち

口雅
まさ

春
はる

先
せんせい

生が言
い

われた

ように『このみ教
おし

えが世
せかいじゅう

界中に広
ひろ

まっていく』

とのお言
ことば

葉が今
いま

実
じつげん

現していると、激
げきれい

励の言
ことば

葉

を述
の

べた。

民
みんよう

謡、舞
ぶ　よう

踊、子
こ　どもかい

供会のダンス、太
たいこ

鼓、カ

ラオケ、コーラス等
など

多
た　さい

彩な種
しゅもく

目で、参
さん

加
か

者
しゃ

は

その熱
ねつえん

演に終
しゅうじつ

日拍
はくしゅ

手を送
おく

り続
つづ

けた。お昼
ひる

に

は会
かいじょう

場の外
そと

で美
お　い

味しいお弁
べんとう

当が販
はんばい

売された。

演
えんぎ

技と演
えんぎ

技の間
あいだ

に抽
ちゅうせん

選が行
おこな

われ、期
き　たい

待と喜
よろこ

びの歓
かんせい

声が其
そ

のつど観
かんきゃく

客からあがった。抽
ちゅう

選
せん

品
ひん

の中
なか

には、薄
うすがた

型テレビ、電
でんし

子レンジ、
扇
せんぷうき

風機、自
じ　てんしゃ

転車、電
でんき

気炊
すいはんき

飯器、コーヒーメー
カーなど魅

みりょくてき
力的な品

しな
が並

なら
んでいた。これら

は全
すべ

てたくさんの方
かたがた

々から寄
き　ぞう

贈していただ
いた品

しなもの
物である。　閉

へいかい
会の挨

あいさつ
拶は塩

しおつち
椎の会

かい

「開
かいかい

会の挨
あいさつ

拶をする塩
ちおつち

椎の会
かい

会
かいちょう

長・中
なかむら

村晃
こうじ

児講
こうし

師」
Palavras do pres. da Associação Shiotsuti
- Koji Nakamura「練

れんしゅう
習の成

せいか
果を披

ひろう
露する子

こども
供たち」    Apresentação do Kodomo-kai

「満
まんせき

席となった会
かいじょう

場」
A grande platéia

副
ふく

会
かいちょう

長、仲
なかそ　ね

宗根朝
あさ

春
はる

講
こうし

師が行
おこな

い、大
おおぜい

勢の方
かたがた

々
のご参

さんか
加に感

かんしゃ
謝の言

ことば
葉を述

の
べた。　80 番

ばん

までの出
しゅつえんしゃ

演者だったが、実
じっこう

行委
い　いん

員の皆
みなさま

様の
手
て　ぎわ

際よい進
しんこう

行で午
ご　ご

後 4 時
じ

に全
すべ

てのプログラ
ムは終

しゅうりょう
了した。参

さんか　しゃ
加者は席

せき
を立

た
つことなく、

最
さいご

後まで残
のこ

った。

「挨
あいさつ

拶をする寺
てらまえ

前継
つぎお

雄副
ふく

理
りじちょう

事長」
Palavras do vice-presidente da
Seicho-no-Ie, prel.Tsugio Teramae

「
美お
い
し
い味
し
い
お
弁べ
ん
と
う当
を
お
ね
だ
り
す
る

  

可か
わ
い愛
い
観か
ん
き
ゃ
く
客
」
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連
れんさい

載・真
しんり

理の勉
べんきょう

強 ( 第
だい

37 回
かい

)

『一
いちばん

番大
たいせつ

切なもの』
                   　  谷

たにぐち
口 清

せいちょう
超 先

せんせいちょ
生著

（01）

（02）

（04）

物
もの

を求
もと

める悲
ひ　げき

劇

このように人
ひと

は金
きんせん

銭を追
おい

い求
もと

め、それに
よって幸

こうふく
福を得

え
ようとしても、幸

こうふく
福はスル

スルと逃
に

げ出
だ

し、つかまえようもない遠
えんぽう

方
へと消

き
え去

さ
ってしまうのである。ところが、

本
ほんとう

当の ｢ 神
かみ

｣ を見
みいだ

出し、その御
みこころ

心に従
したが

って、
愛
あい

と親
しんせつ

切と感
かんしゃ

謝を行
ぎょう

じて行
ゆ

くならば、金
きんせん

銭
はあとからついて来

き
て、｢ 使

つか
って下

くだ
さいな

｣ とすがりつく。人
ひと

は貧
ひんきゅう

窮に苦
くる

しめられる
と、とかく金

きんせん
銭を第

だい
一目

もくひょう
標にして働

はたら
きだす。

個
こ　じん

人でもそうだし、会
かいしゃ

社でも国
こっか

家でも同
おな

じ
ことである。日

に　ほん
本はこうして、敗

はいせん
戦の廃

はいきょ
墟

から立
た

ち上
あ

がり、当
とうじ

時は世
せ　かい

界一の黒
くろじ

字国
こく

に
のし上

あ
がって来

き
た。

し か し そ れ だ け で は 必
かなら

ず 行
い

き 詰
づま

っ て、
転
てんらく

落のコースをつき進
すす

む。そんな実
じつれい

例は数
かず

限
かぎ

りなくある。それは第
だい

一のものを第
だい

一に
せず、現

げんしょう
象という仮

か　そう
相の一部

ぶ
（金

かね
とか名

めいよ
誉

等
など

）を第
だい

一に置
お

き、それにしがみついてい
るからである。そしてある程

ていど
度それ

0 0

が実
じつげん

現
すると、何

なん
となく自

じ　ぶん
分が偉

えら
くなったような

気
き

がして、とかく傲
ごうまん

慢になりやすい。当
とうじ

時、
日
に　ほん

本が「傲
ごうまん

慢になった」という声
こえ

がチラホ

ラ聞
き

かれるようになったのはまことに残
ざんねん

念
であるが、ダニエル・バースタイン氏

し
の書

か

いた「ＹＥＮ！」という本
ほん

は、日
に　ほん

本の資
し　きん

金
によってアメリカの国

こくさい
債の利

り　りつ
率が、どのよ

うにでも変
へんどう

動させられ、国
こくない

内パニックにな
りうることが記

しる
され、しかも日

に　ほんじん
本人の傲

ごうまん
慢

さを指
し　てき

摘しつつ、アメリカ経
けいざい

済を立
た

て直
なお

そ
うと呼

よ
びかけている内

ないよう
容であった。

黒
くろじ

字も結
けっこう

構だが、その金
かね

を如
いか

何に使
つか

うか
が問

もんだい
題で、物

ぶっしつてき
質的な金

かね
やものですぐ鼻

はな
を高

たか

くするような「つまらぬ心
こころ

」では、世
せかいじゅう

界中
の人

ひとびと
々から排

はいせき
斥される運

うんめい
命に陥

おちい
る外

ほか
はない

のである。上
じょうじゅつ

述の本
ほん

の中
なか

にも「醜
みにく

いアメリ
カ人

じん
」が「醜

みにく
い日

にほんじん
本人」に今

いま
やとって代

か
わ

ろうとしていると書
か

かれていた。
かつての日

に　ほん
本は朝

ちょうせん
鮮半

はんとう
島を支

し　はい
配し、中

ちゅうごく
国

の満
まんしゅう

州地
ち　く

区に進
しん

出
しゅつ

したが、そこで最
もっと

もい
やがられたことは、" 傲

ごうまん
慢な態

たいど
度 " であっ

て、それが排
はいにち

日の炎
ほのお

に油
あぶら

をそそいだのだ。
金
かね

や技
ぎじゅつ

術が悪
わる

いのではない。それを第
だい

一の
ものとしてふりかざし、それに心

こころ
の方

ほう
が

追
ついずい

随し、ふりまわされている人
にんげん

間の悲
かな

しむ
べき行

こうどう
動が、デタラメや傲

ごうまん
慢として、非

ひ　なん
難

攻
こうげき

撃の的
まと

となるのである。その心
こころ

は確
かくじつ

実

に世
せ　かいじゅう

界中の人
ひとびと

々の幸
こうふく

福にも悪
あく

影
えいきょう

響を及
およ

ぼす。
戦
せんそう

争の引
ひ

き金
がね

を引
ひ

いたり、地
ち　きゅう

球そのものを
崩
ほうかい

壊へと導
みちび

くからである。
例
たと

えば平
へいせい

成元
がんねん

年三月
がつ

二
ふつか

日の『讀
よみうり

賣新
しんぶん

聞』
には、消

き
えゆくアマゾンの原

げんし
始林

りん
の惨

さんじょう
状が

このようにのべられていた。
『ブラジルは広

ひろ
い。白

はくじん
人が入

にゅうしょく
植して以

い　らい
来、

奥
おく

へ奥
おく

へと開
かいたく

拓の波
なみ

が押
お

し寄
よ

せてもまだ
未
み　かいち

開地が残
のこ

っている。
だから、今

いま
でも開

かいたく
拓した土

と　ち
地は自

じ　ぶん
分のも

のになる。ジャングルに分
わ

け入
い

って、木
き

を
切
き

り倒
たお

し、焼
や

き払
はら

って住
す

みつけばいい。
一年

ねん
と一日

にち
たてば自

じ　ぶん
分の土

と　ち
地と認

にんてい
定される。

ところが昨
さくねん

年、憲
けんぽう

法改
かいせい

正の動
うご

きがあり、
農
のうち

地改
かいかく

革が実
じっこう

行されることになった。これ
までのように無

む　せいげん
制限の土

と　ち
地私

し　ゆう
有を制

せいげん
限して

その代
か

わりに零
れいさい

細農
のうみん

民に土
と　ち

地を与
あた

えようと
いう目

もくてき
的だった。

しかし、これを察
さっち

知した大
おおじ　ぬし

地主たちは、
憲
けんぽう

法改
かいせい

正前
まえ

にたくさんの土
と　ち

地を自
じ　ぶん

分のもの
にしておこうと猛

もうれつ
烈な開

かいたく
拓をし始

はじ
めたのだ。

おかげでアマゾンの森
しんりん

林の一〇％が昨
さくねん

年一
年
ねんかん

間で消
き

えたといわれている ......』

神
かみ

の愛
あい

を求
もと

めよ

これは明
あき

らかに土
と　ち

地や金
きんせん

銭をわがものに
しようとして、人

ひとびと
々が大

だいしんりん
森林を崩

ほう
壊
かい

させて
行
おこな

った乱
らんぎょう

行ぶりを示
しめ

している。日
に　ほん

本で当
とうじ

時
非
ひ　なん

難の対
たいしょう

象となったかのリクルート商
しょうほう

法も、
自
じ　しゃ

社の利
り　えき

益や業
ぎょうせき

績拡
かくだい

大のために、会
かいしゃ

社が大
おお

きくなってもやたらにワイロ戦
せんじゅつ

術を行
こうし

使し
た、その乱

らんしん
心の結

けつじつ
実である。こうして小

ちい
さ

な目
もくてき

的を追
ついきゅう

求しつつ、大
おお

きな政
せいじ　てき

治的不
ふ　あん

安を
かもし、日

にっぽん
本国

こく
に重

じゅうだい
大な損

そんがい
害を与

あた
えた。ブ

ラジルの奥
おくち

地でも、その他
た

多
おお

くの国
くに

ぐにで
も、一部

ぶ
の人

ひとびと
々の利

り　けん
権のために、全

ぜんせ　かい
世界の

大
たいき

気が酸
さんそ

素不
ぶ　そく

足へとかり立
た

てられ、それが
地
ちきゅう

球の温
おんだんか

暖化現
げんしょう

象の一
いちいん

因ともなっているの
である。さらに『讀

よみうり
賣』の記

きじ
事は、こうの

べていた。
『「ともかくメチャクチャな開

かいはつ
発ぶりです

よ。ひどい時
とき

には、人
ひと

が住
す

んでいようとい
まいと勝

かって
手に自

じ　ぶん
分の土

と　ち
地にしてしまう。イ

ンディオや零
れいさい

細農
のうみん

民を力
ちから

ずくで追
お

い出
だ

すの
ですから」

インディオ集
しゅうらく

落に住
す

みながら研
けんきゅう

究を続
つづ

け
ているアメリカ人

じん
の女

じょせい
性人

じんるい
類学

がくしゃ
者、キャサ

リン・ホワードさん（三五）の証
しょうげん

言だ。
そんな中

なか
で、貧

まず
しい者

もの
の味

み　かた
方となって

頑
がんば

張る神
しんぷ

父、弁
べんご　し

護士、ジャーナリストな
どがはしから暗

あんさつ
殺されていった。そして

大
おおじ　ぬし

地主に反
はんこう

抗する農
のうみん

民やインディオらも虫
むし

けらのように殺
ころ

される。
先
さき

に手
て

をつけた者
もの

が勝
か

ちという伝
でんとう

統と、
大
おおじ　ぬし

地主たちのあくなき拡
かくちょう

張欲
よく

。それが絡
から

み
あってアマゾンの原

げんし
始林

りん
は次

つぎつぎ
々と消

き
えていく。

ここ数
すうねん

年、アマゾンの中
なか

で最
もっと

も開
かいはつ

発が進
すす

んでいるといわれるロンドニア州
しゅう

では八
はちがつ

月
の乾

かんき
期になると伐

ばっさい
採した山

やま
や森

しんりん
林が一

いっせい
斉に

焼
や

かれるため空
そら

が煙
けむり

でおおわれ、昼
ひるま

間でも
太
たいよう

陽が真
ま

っ赤
か

に見
み

える。

（05）

（06）

（07） （08）

（09）

（10）

（11）

（12）

（13）

（15）

（16）

（17）

（18）

（22）

（24）

（26）

（28）

（30

（32）

（34）

（19）

（21）

（23）

（25）

（27）

（29）

（31）

（33）

（35）

（03)

（14）

（20）
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  (01) 悲
ひ

劇
げき

tragédia  (02) 遠
えんぽう

方 lugar distante  (03) 貧
ひんきゅう

窮 apertos da pobreza

 （04）敗
はいせん

戦の廃
はいきょ

墟 ruínas da derrota  (05) 黒
くろじ

字国
こく

にのし上
あ

がって来
き

た veio a ser um país 

  superavitário  (06) 実
じつれい

例 exemplos  (07) 現
げんしょう

象という仮
か　そう

想の一
いちぶ

部 parte do fenômeno irreal   

  (08) 名
めいよ

誉 fama  (09）傲
ごうまん

慢 arrogante   (10) 国
こくさい

債の利
り　りつ

率 taxa de juros do título do Tesouro 

  (11) 変
へんどう

動 oscilar  (12) 指
し　てき

摘 apontar  (13) 物
ぶっしつてき

質的 coisas materiais   (14) 排
はいせき

斥 rejeitar  

  (15) 上
じょうじゅつ

述 acima mencionado  (16) 排
はいにち

日 anti-japonês  (17) 追
ついずい

随 seguir

  (18) 悪
あく

影
えいきょう

響 má influência (19) 引
ひ

き金
がね

を引
ひ

いたり causar  (20) 惨
さんじょう

状 situação trágica

  (21) 憲
けんぽう

法改
かいせい

正   reforma da constituição  (22) 農
のうち

地改
かいかく

革 reforma agrária

  (23) 無
む　せいげん

制限 ilimitado, sem limites  (24) 土
と　ち

地私
し　ゆう

有 posse de terreno  (25) 零
れいさい

細農
のうみん

民 pequeno lavrador  

（26）察
さっち

知 perceber（27）大
おお

地
じ　ぬし

主  grande proprietário

 （28）乱
らんぎょう

行 violência  （29）ワイロ戦
せんじゅつ

術を行
こうし

使 usar a tática de suborno

  (30）乱
らんしん

心の結
けつじつ

実 fruto da demência, loucura  （31）利
り　けん

権 interesse, benefício 

 （32）温
おんだんか

暖化現
げんしょう

象 fenômeno do aquecimento global  （33）人
じんるい

類学
がくしゃ

者 antropólogo

 (34）虫
むし

けらのように como animal, ser inútil （35）伐
ばっさい

採 desarborização

 （36）精
せいしん

神の堕
だ　らく

落 degradação espiritual（37）神
しんせい

性隠
いんぺい

蔽 encobrir a natureza divina

 （38）地
ちきゅう

球の死
し　めつ

滅を弔
とむら

う行
こうしん

進 marcha fúnebre da extinção da Terra（39）内
ないぶ

部崩
ほうかい

壊 desintegração interna

 （40）滅
めつぼう

亡を防
ぼうし

止 prevenção da extinção（41）軽
けいし

視 dar pouca importância

 （42）利
り　こ　てき

己的な願
ねが

い desejo egoístico（43）物
ぶつよく

欲 desejo de coisas materiais

 （44）嘲
あざけ

る者
もの

は嘲
あざけ

られ aquele que zomba será zombado（45）尊
とうと

ばれる respeitado

 （46）本
ほんげん

源 origem, princípio

州
しゅう

都
と

ポ ル ト ベ ー リ オ 市
し

で 養
ようけい

鶏 の 販
はんばい

売
を手

て
がけている日

にっけい
系二

に　せい
世の山

やまぐち
口道

みち
雄
お

さん
（四〇）は「それはすごいものです。目

め
が痛

いた

くなるし、車
くるま

の運
うんてん

転も怖
こわ

い」と言
い

う ......』
 目

め
が痛

いた
いだけの話

はなし
ではない、人

にんげん
間の生

せいめい
命

まで誘
ゆうかい

拐されたり、殺
ころ

されたりしている。
このようなことは、全

まった
く本

ほんまつ
末の転

てんとう
倒であり、

精
せいしん

神の堕
だらく

落、神
しんせい

性隠
いんぺい

蔽の最
さい

たるものだと言
い

わなければならない。遠
とお

くブラジルまで行
い

く必
ひつよう

要もなく、日
に　ほん

本の近
ちか

くでは東
とうなん

南アジア
の森

しんりん
林も亦

また
そのようにして失

うしな
われて行

い
きつ

つある。日
に　ほん

本内
ないち

地のブナ林
ばやし

も年
ねんねん

々消
き

え去
さ

っ
て行

い
き、" 開

かいはつ
発 " されているが、一

いっけん
見文

ぶんめいか
明化

と見
み

えるこの外
がいかん

観は、実
じつ

は地
ち　きゅう

球の死
し　めつ

滅を弔
とむら

う行
こうしん

進でもある。さらにえぞ鹿
しか

やかも鹿
しか

も
次
つぎつぎ

々に殺
ころ

され、動
どうぶつ

物たちは次
し　だい

第にその棲
すみか

家
を失

うしな
い、人

にんげん
間もまたやがてその後

あと
を追

お
うこ

とになろうとしているのである。
 欲

よくぼう
望や金

きんせん
銭に目

め
のくらんだ人

ひとびと
々は、一

いっけん
見

「成
せいこう

功」するように見
み

えることも多
おお

い。し
かし年

ねんげつ
月が経

た
つにつれて、" 内

ないぶ
部崩

ほうかい
壊 " が

始
はじ

まるのだ。それは「業
ごう

の自
じ　かい

壊作
さ　よう

用」が起
おこ

るからである。その段
だんかい

階になって、急
きゅう

に
あわてふためいても追

お
いつかない。やが

て行
い

きつくところまで行
い

きつくのが大
たいはん

半で、
途
とちゅう

中で大
だい

懺
ざんげ

悔が行
おこ

なわれる時
とき

にのみ、まだ
救
すく

いは可
か　のう

能である。
 それ故

ゆえ
吾
われわれ

々は、地
ちきゅう

球が終
しゅうそく

熄にいたるま
えにその滅

めつぼう
亡を防

ぼうし
止すべく、急

いそ
いで人

じんしん
心の

一
いっしん

新をはかり、物
もの

や金
かね

を第
だい

一に置
お

かず、「神
かみ

と愛
あい

」を第
だい

一とするように、大
だいだい

々的
てき

な 宗
しゅうきょう

教

活
かつどう

動を展
てんかい

開したいと熱
ねつがん

願しているのである。
しかしこの純

じゅんすい
粋な願

ねが
いを、世

よ
の中

なか
の人

ひとびと
々は

まだ誤
ご　かい

解して、利
り　けん

権や利
り　よく

欲にくらんだ目
め

で
もって軽

けいし
視したり、特

とくべつ
別視

し
したりする。

いやそれどころが信
しんこうしゃ

仰者をもって任
にん

ずる
人
ひとびと

々の中
なか

にも、利
り　こ　てき

己的な願
ねが

いを優
ゆうせん

先させ、
そのために神

かみ
の力

ちから
を " 利

り　よう
用 " しようとする

人
ひと

たちもいる。そのような考
かんが

えでは、信
しんこう

仰
が本

ほんもの
物とならず、依

い　ぜん
然として物

ぶつよく
欲や名

めいよ
誉欲

よく

が第
だい

一に置
お

かれ、それを追
お

い求
もと

める信
しんこう

仰と
なっている。そのインチキ姿

し　せい
勢が無

む
神
しん

論
ろん

者
しゃ

の軽
けいぶ

侮を買
か

い、信
しんこう

仰の純
じゅんすい

粋なものまで非
ひ　なん

難
されるのである。

 し か し、 純
じゅんすい

粋 な も の は 結
けっきょく

局 万
ばんにん

人 か ら
尊
そんけい

敬され、愛
あい

される。それは丁
ちょうど

度昭
しょうわ

和天
てんのう

皇
陛
へいか

下の純
じゅんすい

粋性
せい

が万
ばんにん

人によって尊
そんけい

敬され、全
ぜん

世
せ　かい

界百六十四ヵ国
こく

が御
お　たいそう

大喪に集
あつま

ったような
ものである。時

とき
に人

ひとびと
々は逸

そ
れに逆

ぎゃっこう
行して、

純
じゅんすいせい

粋性を嘲
あざけ

るかも知
し

れない。しかしそれで
もそのような人

ひと
は必

かなら
ずその過

あやま
ちを、いつの

日
ひ

にか反
はんせい

省せざるを得
え

なくなる。そのような
時
とき

が必
かなら

ず来
く

るのが「業
ごう

の法
ほうそく

則」の厳
きび

しさである。
 奪

うば
う者

もの
は奪

うば
われ、嘲

あざけ
る者

もの
は嘲

あざけ
られ、そし

て尊
とうと

ぶ者
もの

が尊
とうと

ばれるのだ。山
やま

を愛
あい

し、河
かわ

を
愛
あい

し、いきとし生
い

けるものを愛
あい

する人
にんげん

間が、
全
すべ

てのものや人
ひと

から愛
あい

され尊
とうと

ばれることに
なるのは必

ひつじょう
定である。それ故

ゆえ
金
かね

や物
もの

ではな
く、愛

あい
と敬

けい
とをもって第

だい
一にしなければな

らない。その愛
あい

の本
ほんげん

源である「神
かみ

」を、こ
の現

げんだい
代に於

お
いて今

いま
こそ思

おも
い起

おこ
して信

しんこう
仰する

のが何
なに

よりも大
たいせつ

切であることを、重
かさ

ねてこ

こに強
きょうちょう

調する次
しだい

第である。         
　　　　　　　　　　　　　　　「 完

かん
 」

第
だい

37 回
かい

目
め

を迎
むか

えた『一番
ばん

大
たいせつ

切なもの』の連
れんさい

載も、今
こんかい

回で最
さいしゅうかい

終回を迎
むか

えました。

次
じ　ごう

号からは、別
べつ

の真
しんり

理の本
ほん

を連
れんさい

載いたします。

（36） （37）

（38）

（39）

（40）

（41）

（42）

（43）

（44）

（45）

（46）
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02/04/2010 ～ 26/05/2011 　 圓
えん

環
かん

ご協
きょう

力
りょく

者
しゃ

ご芳
ほう

名
めい

　　　( 単
たんい

位・レアイス ) 

 聖
せいほく

北 1 ------------------- 教
きょうか

化支
し ぶ

部 様
さま

	 440,00
 リオ ------------------ 喜

き　ゆうざと
友里うと 様

さま
	 100,00

 聖
せ い し

市 1--ボスケ・ダ・サウーデ白
しろ

鳩
はと

会
かい

 様
さま

	 50,00
 聖

せ い し
市 1--- ビラ・マリアナ白

しろはとかい
鳩会 様

さま
	 100,00

 聖
せいし

市 2 ------------------- 重
しげまつ

松富
と み こ

子 様
さま

	 30,00
 セントラル 2-エスタンシア相

そう
・白

はく
会
かい

 様
さま

	 200,00
 ソロカバナ 1 ------- 柳

やぎぬま
沼かずお 様

さま
	 30,00

 々 ------------------------ 稗
ひ え だ

田三
み つ お

秧 様
さま

	 30,00
 々------------------------- 勝

かつたに
谷初

は つ よ
代 様

さま
	 30,00

 々------------------------- 樽
たるもと

本健
けんぞう

三 様
さま

	 30,00
 々------------------------- 東

ひがしの
野清

き よ こ
子 様

さま
	 30,00

 々------------------------- 溝
みぞぶち

渕勝
か つ こ

子 様
さま

	 30,00
 々 --------------------- 富

とみよし
吉美

み つ こ
津子 様

さま
	 30,00

 々------------------------- 菅
す が の

野松
ま つ え

江 様
さま

	 30,00
 々---------------------- 小

お の
野モジ子 様

さま
	 30,00

 々 --------------------- 橋
はしなが

永パウロ 様
さま

	 30,00
 々------------------------- 川

かわさき
崎聖

せいこ
子 様

さま
	 30,00

 々---------------------- 三
み　た　むら

田村澄
す み え

江 様
さま

	 30,00
 々------------------------- 船

ふ な だ
田立

た つ え
枝 様

さま
	 30,00

 々------------------------- 樽
たるもと

本輝
て る お

生 様
さま

	 30,00
 々-------------------------泉

いずみた
田和

か ず こ
子 様

さま
	 30,00

 々-------------------------船
ふなだ

田宗
むねゆき

幸 様
さま

	 30,00
 々 ------------------------ 谷

たにぐち
口英

ひであき
明 様

さま
	 30,00

 々 ------------------------ 大
おおもり

森孝
た か お

男 様
さま

	 30,00
 々------------------------- 松

まつもと
本年

としろう
郎 様

さま
	 30,00

 々------------------------- 園
そ の だ

田吉
よしすけ

助 様
さま

	 30,00
 々-------------------------- 田

た な か
中 栄

さかえ
 様
さま

	 30,00
 々------------------- 絵

え　すみ
澄ジョルジ 様

さま
	 30,00

 々---------------------- 宮
みやざき

崎千
ち よ こ

代子 様
さま

	 30,00
 々---------------------- 建

たてもと
本ひろし 様

さま
	 30,00

 々 ------------------------ 細
ほそみ

見啓
けいこ

子 様
さま

	 30,00
 々------------------------- 福

ふくい
井達

たつお
男 様

さま
	 30,00

 々------------------------- 渡
わたなべ

辺花
はなこ

子 様
さま

	 30,00
 々------------------------- 飯

いいしま
島花

はなえ
枝 様

さま
	 30,00

 々---------------------- 花
はなしろ

城千
ち　よ　こ

代子 様
さま

	 30,00
 々 ------------------ 嘉

か　て　かわ
手川しげ子

こ
 様
さま

	 30.00
 々------------------------- 安

あさと
里キヨ 様

さま
	 30,00

 々------------------------ 垣
かきのはな

花 美
み　よ

代 様
さま

	 30,00
 々------------------------渡

わたなべ
辺 純

じゅんいち
一  様

さま
	 30,00

 々-------------------------- 田
た　なべ

辺勇
いさむ

 様
さま

	 30,00
 パラナ 3----------------- 伊

い　かわ
川清

きよし
司 様

さま
	 40,00

 々----------------------  富
とみもり

森マリオ様
さま

	 40,00
 々------------------------- 井

い　ど
戸信

のぶこ
子 様

さま
	 40,00

 々------------------------- 佐
さ　とう

藤政
まさお

夫 様
さま

	 40,00
 々---------------------- 藤

ふじたに
谷美

み　や　こ
弥子 様

さま
	 40,00

 々 ------------------------ 門
かどわき

脇秀
ひでこ

子 様
さま

	 40,00
 々 ------------------------- 中

なかじま
島信

あきら
 様
さま

	 30,00
 々------------------------- 佐

さ と う
藤純

じゅんこ
子 様

さま
	 30,00

 々 -------------------------豊
とよしま

島忠
ただはる

晴様
さま

	 34,00
 々 -------------------------亀

かめおか
岡光

み つ え
江様

さま
	 10,00

 々--------------------------福
ふくはら

原敏
としろう

郎様
さま

	 20,00
 々-----------------------清

き よ た
田喜

き 　 よ 　 こ
代子様

さま
	 20,00

 々--------------------------新
にいもと

本ルイ様
さま

	 40,00
 パラー　------------ 　教

きょうか
化支

し ぶ
部様

さま
  	2.000,00

 聖
せ い し

市 2-ボンフィグリオーリ相
そう

・白
はく

会
かい

様
さま

	 200,00
 ポルト・ヴェリオ-----松

ま つ の
野克

かつひこ
彦様

さま
	 100,00

 聖
せいし

市 5 ---- サンターナ相
そう

・白
はく

会
かい

 様
さま

	 300,00
 ＡＢＣ ------------------ 伊

い と う
藤善

ぜんさく
作 様

さま
	 50,00

 聖
せ い し

市 1-------------------- 松
まつばら

原茂
し げ こ

子 様
さま

	 50,00
 聖

せ い し
市 1-ジャ・ダ・サウーデ白

しろはとかい
鳩会 様

さま
	 200,00

 パラナ 1 ---------------- 古
ふるさわ

沢哲
て つ お

夫 様
さま

	 70,00
 ソロカバナ 1----------- 教

きょうか
化支

し ぶ
部 様

さま
	 300,00

 聖
せ い し

市 4 ------- イタケラ相
そう

・白
はく

会
かい

 様
さま

	 300,00

南
みなみ

 マ 州
しゅう

 第
だい

2　・ 青
せい　ねん　ぶ

年部  ・　見
けん　しん　かい

真会

　去
さ

る 4 月
がつ

２
ふつか

日～３
みっか

日に、南
みなみ

 マ 州
しゅう

第
だい

２教
きょうかし　ぶ

化支部（Dourados) で青
せいねんかい

年会の見
けんしんかい

真会が開
かいさい

催さ
れた。担

たんとう
当はブラジル青

せいねんかい
年会副

ふくかいちょう
会 長 シェイラ・ミヤザキ・デ・リマ講

こうし
師、日

にちご
語ジュニア部

ぶ

部
ぶちょう

長村
むらかみ

上恵
え　み

美 伝
でんどういん

道員。
山
やまざき

崎輝
てるかつ

勝教
きょうか

化 支
し　ぶ　ちょう

部 長 御
ご　ふ　さい

夫妻の出
で　むか

迎えを受
う

け、一
いちにちめ

日目は Laranja Lima 支
し　ぶ

部（Dourados よ
り３０km) で青

せいねん
年会

かい
、相

そうあい
愛会

かい
、白

しろはと
鳩会

かい
の皆

みなさま
様と懇

こんだいかい
談会が行

おこな
われ、今

こんご
後の Laranja Lima 支

し　ぶ
部

の青
せいねんかい

年会の方
ほうしん

針について話
はな

された。
二
ふつか

日目
め

は Dourados 教
きょうか

化支
し　ぶ

部でジュニア部
ぶ

、青
せいねん

年会
かい

の皆
みなさま

様 25 名
めい

の参
さんか

加があり、見
けんしんかい

真会が行
おこな

われた。　今
こんご

後、Laranja Lima 支
し　ぶ

部の青
せいねんかい

年会の活
かつやく

躍が期
き　たい

待される。

　◆強
つよ

さと正
ただ

しさと明
あか

るさ。吾
われ

らの理
り　そう

想はここにある。心
こころ

にこれが成
じょうじゅ

就したとき、外
そと

はおの

　　ずから整
ととの

う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（智
ち　え

慧の言
ことば

葉）　

　多
おお

くの読
どくしゃ

者の皆
みなさま

様より、円
えんかん

環発
はっこう

行へのご芳
ほうし

志をいただき、心
こころ

より感
かんしゃ

謝申
もう

し上
あ

げます。
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生
長
の
家　
　

塩
椎
の
会
俳
壇

バ
ス
停
の
日
照
雨
に
傘
さ
せ
ず 	  

身
吉　
直
子

新
渡
戸
菊
来
偲
び
つ
眺
め
け
り

大
パ
ク
ー
釣
っ
て
小
宴
日
曜
日

被
災
者 

に
笑
い
が
戻
り
桜
咲
く  	  

木
村
都
由
子

稼
業
息
子
に
任
せ
余
生
の
菊
咲
か
せ

研
究
を
重
ね
し
干
柿
粉
ふ
か
せ

う
ら
や
ま
れ
し
天
然
パ
ー
マ
も
木
の
葉
髪　

 

香
山  

和
栄

吊
し
柿
そ
ろ
ば
ん
の
ご
と
並
び

身
に
入
む
や
祖
国
の
復
興
祈
る
の
み

パ
ク
パ
ク
や
あ
な
ど
り
が
た
き 

力
持
ち   

立
石  

松
男

妻
偲
ぶ
帰
ら
ぬ
人
の
秋
扇
ぎ

新
米
の
お
む
す
び
旨
し
薄
塩
で

新
米
の
粘
り
を
き
ら
う
子
等
な
り
し　

	

湯
田
南
山
子

シ
ュ
シ
ュ
植
え
て
村
一
番
の
成
り
金
と

干
し
柿
や
モ
ジ
に
名
高
き
ギ
オ
ン
ボ
ウ　
　
　
　
　

戦
時
中
隠
れ
夜
学
に
通
う
子
ら　

	

森
西　
茂
行

ラ
ン
プ
提
げ
夜
学
に
励
ん
だ
そ
の
昔

独
学
が
夜
学
が
基
礎
と
な
っ
て
お
り

リ
オ
山
に
栗
巣
見
え
か
く
れ
子
等
燥
ぐ　

	
大
沢　
晴
子

切
ら
れ
て
も
命
萌
え
出
す
鉢
小
菊

被
災
地
の
子
等
明
る
く
秋
晴
る
る

吊
柿
は
秋
の
農
家
の
風
物
誌　

仲
宗
根
朝
春

秋
扇
残
暑
厳
し
き
夏
の
夜

淡
水
魚
初
試
し
食
い
パ
ク
ー
刺
身

世
知
辛
く
忘
れ
が
先
に
立
つ
仕
末	…

立
川　
ゆ
う

吾
が
娘
と
は
何
処
其
処
行
も
付
添
わ
れ

娘
の
杖
に
歩
を
合
せ
行
く
病
院

パ
ク
ー
釣
り
炭
火
の
丸
焼
き
頬
を
な
ぜ	…
坂
本　
君
枝

隼
人
瓜
二
個
並
べ
植
へ
二
ケ
続
成
り

湯
気
の
立
つ
新
米
御
飯
の
甘
き
香
よ

パ
ク
ー
釣
は
草
を
ま
る
め
て
釣
る
土
民	…

荒
巻　
重
乃

母
あ
さ
ん
が
痩
せ
た
私
を
吊
し
柿

練
成
で
シ
ュ
シ
ュ
ー
の
味
噌
漬
旨
か
り
し

連
休
を
海
へ
と
さ
そ
わ
れ
支
度
か
な	…

村
松　
里
乃

海
行
き
も
三
寒
を
と
づ
れ
名
浅
り
借
し

五
月
花
忙
し
む
よ
う
に
四
月
咲
き

パ
ク
ー
釣
り
し
夫
の
笑
顔
は
こ
ぼ
れ
そ
う 	 

城　
　
良
子

市
場
に
も
秋
の
お
と
ず
れ
さ
ば
を
買
う

お
別
れ
に
真
実
語
る
秋
の
蝉

 

天
災
の
日
本
に
声
援
世
界
の
眼 

矢
島
み
ど
り

 

不
自
由
な
被
難
生
活
痛
ま
し
き

  

天
災
の
無
き
国
に
住
み
た
だ
感
謝

「
聖せ

い
し市
第だ

い
二
教き

ょ
う
か化
支し

　
ぶ部

42
周し

ゅ
う
年ね

ん
記き

　
ね
ん念
祝し

ゅ
く
が
か
い

賀
会
」

　去
さ

る８月
がつ

29 日
にち

に聖
せいし

市第
だい

二教
きょうか

化支
し　ぶ

部 42 周
しゅう

年
ねん

記
き　ねん

念祝
しゅくがかい

賀会が、buffet 矢
や　の

野の宴
えんかいじょう

会場で行
おこな

われ
た。特

とくべつ
別招

しょうたい
待、元

もと
教
きょうか

化支
し　ぶ　ちょう

部長、講
こうし

師会
かいちょう

長、相
そう

白
はく

連
れんごう

合 会
かいちょう

長 及
およ

び遺
い　ぞく

族や一
いっぱん

般招
しょうたい

待、約
やく

２８０名
めい

の参
さんか

加があった。梅
うめはら

原千
ち　ず　こ

鶴子教
きょうか

化支
し　ぶ　ちょう

部長の開
かいかい

会の祈
いの

りに始
はじ

まり、教
きょうか

化支
し　ぶ

部としての 42 年
ねん

の歩
あゆ

みの写
しゃしん

真がプロジェクターで紹
しょうかい

介され、感
かんしゃじょう

謝状と記
き　ねんひん

念品の贈
ぞうてい

呈が元
もと

教
きょうか

化支
し　ぶ　ちょう

部長、講
こうし

師
会
かいちょう

長、相
そう

白
はく

連
れんごう

合会
かいちょう

長に各
かく

組
そ　しき

織の会
かいちょう

長から手
て　わた

渡された。横
よこやま

山豊
ゆたか

講
こうし

師による激
げきれい

励のことば、元
もと

教
きょうか

化支
し　ぶ

部長
ちょう

田
た

場
ば

ジョージ講
こうし

師、元
もと

教
きょうか

化支
し　ぶ　ちょう

部 長横
よこやま

山政
まさひろ

弘講
こうし

師の祝
しゅくじ

辞が終
お

え、生
せいちょう

長の家
いえ

伝
でんどう

道
本
ほんぶ

部総
そうむ

務、財
ざいむ

務 局
きょくちょう

長 、大
おおしま

島アントニオ本
ほんぶ

部講
こうし

師補
ほ

の記
き　ねん

念講
こうえん

演が行
おこな

われた。

「2010 年
ねん

８月
がつ

１５日
にち

にパ
ラナ第

だい
六
ろく

教
きょうか

化支
し　ぶ

部の “寿
ことぶき

”
見
けんしんかい

真会がウムアラーマ市
し

で行
おこな

われた。
担
たんとう

当は、佐
さ　さ　き

々木米
よねぞう

造講
こうし

師、
補
ほ　さ

佐 は 段
だんがみ

上 好
よしみ

美 講
こうし

師。
大
だいせいこう

成 功 の 一
いちにち

日 見
けんしんかい

真 会 と
なった。

◆　

今い
ま

ま
で
注そ

そ

が
れ
た
愛あ

い

で
、
い
ま
だ　

　
　
一い
ち
ど度

も
無む

　
だ駄

で
あ
っ
た
も
の
は
な
い
。

　
　

愛あ
い

は
こ
の
世よ

で
花は

な

を
開ひ

ら

い
て
皆み

な

の
者も

の

　
　
に
喜よ

ろ
こば

れ
、
神か

み
の
国く

に
で
実み

を
結む

す
ぶ
。 

◆　
愛あ

い
せ
よ
。
少す

こ
し
も
求も

と
め
ず
に
愛あ

い
せ
よ
。

　
　
こ
れ
が
愛あ
い

の
秘ひ

　
け
つ訣

で
あ
る
。

◆　
結け
っ
か果

を
求も

と
め
た
愛あ

い
は
必か

な
らず

不ふ
　
こ
う幸

に

　
　
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
智ち
　
え慧

の
言こ

と
ば葉

）

　　　　　　　　　人
じんざい

材募
ぼしゅう

集

　 生
せいちょう

長の家
いえ

ブラジル伝
でんどう

道本
ほんぶ

部では日
に　ほんご

本語
及
およ

びポ語
ご

でパソコンを使
つか

えこなせる生
せいちょう

長
の家

いえ
の信

しんと
徒 ( 男

だんじょ
女 )1 名

めい
を募

ぼしゅう
集しています。

年
ねんれい

齢は 60 歳
さい

まで。　　
お問

と
い合

あ
わせ：　ishii@sni.org.br

電
でんわ

話 番
ばんごう

号 (11) 5014 - 2255 ( 石
いしい

井 ル イ ス
本
ほんぶ

部講
こうし

師補
ほ

)
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「
第だ
い
一
回か
い
全ぜ
ん
こ
く国
ブ
ラ
ジ
ル
青せ
い
ね
ん
か
い

年
会
（
日に
ち
ご語
・
ポ
語ご

）
絵か
い
が画
コ
ン
ク
ー
ル
」　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

テ
ー
マ
＊　
『
あ
ら
ゆ
る
色い

ろ
の
ブ
ラ
ジ
ル
』

ジュニアの部
ぶ

ー 1 位
い

MG ー Juiz de Fora　
Samantha Ottoni Cavalcanti

青
せいねん

年の部
ぶ

ー１位
い

　    聖
せいし

市第
だい

一　SP-1
村
むらかみ

上雅
まさお

雄　（Cássio Massao Murakami )

青
せいねん

年の部
ぶ

ー２位
い

　São Miguel Paulista  SP4
Vânia Silva de Araujo

青
せいねん

年の部
ぶ

ー３位
い

　聖
せいし

市第
だい

二　SP2
 エウリッコ・アキラ・ヨシオカ
  (Eurico Akira Yoshioka)

　　　　　「真
しんり

理に一
いっしょう

生を賭
か

けた
　　松

まつだ

田己
み　よ　し

代志物
ものがたり

語が DVD 化
か

される」


